
2.財政に関する視点

・老齢人口の増加、生産年齢人口の減少により税収の減少が起こる。
するとまちづくりの運営資金が無くなり厳しい財務状況に置かれる。

・地方自治体がきちんと将来に向かった方針を立て、自ら財務状況の
改善に向けた手法をとり、使える財源を集めなればならない。

・道の駅、プール、老朽化する公共施設の統廃合など、今後お金がか
かる案件に優先的に配分していかなければならない。



討議テーマ
2.財政に関する視点 －「将来に残すべきもの」

○想定される課題、変化
例）公共施設の老朽化、災害の発生、デジタルの普及・・・

○想定される解決法



討議テーマ
2.財政に関する視点 －「将来に残すべきもの」

結 論
○将来に残していくべきもの


